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Abstract 
The paper treats of the experimental analysis regarding the maching condition where the maximum 











































使用せる J燃料は市販の自動車用ガソリン ]ISK 2202 2号(日木石油K.K.製)とモビーノレ
SAE 30特の混合燃料であり， その混合割合は 20:1とした。 また本型式機関では点火進め角





機関ト jレクとの関連を調べる目的で排気管を取除き (Le会3cm)，給気管長 (Li)のみを変えて実
験を行なった。いま比較を容易にするため最大給気比 (K.lf)および長大トルク (TM) を規準と


















































































































































































ZeT = (3/4)・(θe8/8:8).Ze，11 (2) 
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が高速性能の改善に対し， かなり有効であることがわかる。かかる場合も図 10(a)および (b)
に示すように排気吹出し圧力波の 1サイク Jレが掃排気期間 (des)，こ同調する N=2250rpm(図-a，












かくなっており，苦速 (ae)の増加しているととを ε 
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(1) 給気管効果を利用した場合の給気比 (K)と機関トノレク (T)の両曲線はほぼ相似とな
り， しかも，その最大となる機関回転数もよく一致する。それ故，給気比に関して得られた諸
結論はそのまま機関トノレクに対して適用できるものと考えられる。





Z♂= (3/4)・(θ目/ぬ)，ZeM (2) 
従って，給気比 (K-Ko)に関して得られた結論はいずれも機関トノレクにそのまま換算適用
するこができる。
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